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委 員 会 審 査 ・ 報 告委 員 会 審 査 ・ 報 告

農業用ハウス耐雪補強工事の県補助制度創設を求
める意見書の提出をお願いする陳情
　現状、農業用ハウスは、災害後の復旧に対する
補助しかないため。
　採択をし、群馬県に意見書を提出した。

　陳情２号  採択

温
泉
温
水
対
策
特
別
委
員
会

民泊って？
有償で個人宅の
一部や空き別
荘、マンション
の空室等に宿泊
させること。

総
務
観
光
常
任
委
員
会現在の夜の西の河原

今後照明を一新し、夜の賑わいが期待される

新しい容器（イメージ）

湯の花の旧容器

【
付
託
議
案
】

第
２
号　

Ｈ
28
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
１
次
）

◆　
白
根
山
監
視
に
つ
い
て

Ｑ  

白
根
監
視
予
算
を
当
初

予
算
で
計
上
し
な
い
訳
は
？

Ａ  

４
月
８
日
の
白
根
山
の
状

況
の
答
申
後
に
判
断
す
る
た

め
。

Ｑ  

協
力
団
体
監
視
補
助
の

見
積
も
り
は
？

Ａ  

日
額
７
千
円
×
536
名
分
。

Ｑ  

町
職
員
と
協
力
団
体
の

業
務
内
容
は
？

Ａ  

通
常
は
同
じ
だ
が
、
非
常

時
に
は
町
職
員
が
主
導
す
る
。

Ｑ  

職
員
の
待
遇
は
？

Ａ  

平
日
は
業
務
扱
い
。
土
日

は
日
直
扱
い
。

Ｑ  

街
な
み
環
境
整
備
事
業

の
内
容
は
？

Ａ  

湯
畑
・
西
の
河
原
公
園
の

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
湯
滝
階
段

の
改
修
、
白
根
茶
屋
跡
地
整

備
。

【
付
託
議
案
外
】

◆　

観
光
協
会
へ
の
委
託
金

等
の
精
査
要
望

　

新
生
熱
乃
湯
の
収
入
が
Ｈ

27
決
算
で
３
千
700
万
円
以

上
、
利
益
が
出
た
こ
と
に
対

す
る
意
見
交
換
。

　

町
か
ら
観
光
協
会
へ
出
し

て
い
る
委
託
金
・
補
助
金
等
、

内
容
の
精
査
を
要
望
。

Ｑ  

民
泊
に
対
す
る
考
え
は
？

Ａ  

民
泊
は
草
津
温
泉
に
は
な

じ
ま
な
い
制
度
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
の
方
針
を
見
極
め

た
上
で
条
例
で
禁
止
す
る
方

向
で
検
討
し
た
い
。

【
付
託
議
案
】

湯
の
花
の
包
装
容
器
変
更

 　

当
局
よ
り
、
販
売
用
の
湯

の
花
の
包
装
容
器
を
変
更
す

る
報
告
が
あ
っ
た
。
理
由
は

生
産
不
能
と
な
っ
た
た
め
。

　

新
し
い
容
器
は
円
筒
形
の

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
。
容
量
は

少
な
く
な
る
が
、
そ
の
分
出

荷
個
数
が
多
く
な
る
。
単
価

は
引
き
下
げ
ら
れ
る
。

 

Ｑ  

容
器
の
開
封
状
態
が
わ

か
る
よ
う
に
封
印
を
つ
け
る

べ
き
で
は
？

Ａ  

対
応
し
た
い
。

Ｑ  

デ
ザ
イ
ン
性
の
あ
る
容

器
を
検
討
す
べ
き
で
は
？

Ａ  

今
後
の
検
討
課
題
と
す

る
。 

 

そ
の
他

　

委
員
長
よ
り
、
山
陰
地
方

の
観
光
地
視
察
な
ら
び
に
兵

庫
県
城
崎
温
泉
の
街
な
み
・

温
泉
供
給
の
行
政
視
察
を
行

い
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
、

10
月
下
旬
に
全
議
員
で
の
視

察
実
施
を
決
定
し
た
。
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委 員 会 審 査 ・ 報 告委 員 会 審 査 ・ 報 告

民
教
土
木
常
任
委
員
会

湯滝横階段の整備終了後、名勝指定の登録申請を行う

【
付
託
議
案
】

第
２
号　

Ｈ
28
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
１
次
）

Ｑ  

清
掃
の
臨
時
職
員
に
つ

い
て
。
内
訳
は
？

Ａ  

３
名
分(

再
任
１
名
、
新

規
２
名)

の
予
算
。
定
年
職
員

の
再
任
用
な
ど
を
充
て
る
。

Ｑ  

学
校
用
の
メ
ー
ル
サ
ー

バ
ー
新
規
購
入
に
つ
い
て
。

ク
ラ
ウ
ド
化
は
で
き
な
い

か
？Ａ  

業
務
の
性
質
上
、
校
内
で

の
サ
ー
バ
ー
設
置
が
望
ま
し

い
と
判
断
し
た
。

Ｑ  

小
学
校
で
新
任
の
先
生

が
不
在
の
際
、
支
援
員
が
丸

一
日
指
導
に
あ
た
る
こ
と

も
。
１
年
生
の
指
導
を
支
援

員
が
行
う
の
は
適
切
か
？

Ａ  

事
情
に
よ
り
他
の
教
員
を

つ
け
ら
れ
な
い
時
が
あ
る
。

→
小
１
・
小
６
・
中
１
・
中

３
な
ど
節
目
に
は
ベ
テ
ラ
ン

の
先
生
の
配
置
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

Ｑ  

学
校
の
パ
ソ
コ
ン
は
２

名
に
１
台
、
学
年
に
よ
っ
て

３
名
に
１
台
だ
が
？

Ａ  

理
想
は
１
人
１
台
。
時
間

を
ず
ら
す
等
工
夫
し
、
２
名

に
１
台
の
運
用
を
考
え
て
い

る
。
必
要
が
あ
れ
ば
検
討
す

る
。

【
付
託
議
案
外
】

◆　
成
人
式
の
日
程

　
「
８
月
15
日
は
渋
滞
し
、
休

み
も
取
り
に
く
い
」
と
の
新

成
人
の
要
望
を
受
け
、
本
年

か
ら
８
月
の
第
一
土
曜
日
（
本

年
は
６
日
）
に
変
更
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。

　
陳
情
６
号

　
　

町
道
認
定

　

道
路
状
況
、
陳
情
内
容
の

変
化
が
な
か
っ
た
た
め
。

◆
湯
畑
の
国
指
定
名
勝
へ
の

登
録
申
請

Ｑ  

名
勝
指
定
の
効
果
は
？

Ａ  

最
近
は
あ
ま
り
聞
か
な

い
。
効
果
は
不
明
。

Ｑ  

名
勝
指
定
後
の
補
助
制

度
は
？

Ａ  

現
状
維
持
に
対
し
て
の
補

助
の
み
。

そ
の
他
（
質
問
・
要
望
事
項
）

Ｑ  

犬
・
猫
の
避
妊
手
術
の

補
助
。
他
町
村
で
は
実
施
し

て
い
る
が
？

Ａ  

前
向
き
に
検
討
中
。

Ｑ  

国
道

292
号
線(

旧
坂
田
ス

タ
ン
ド
前)

の
工
事
工
期
は
？

Ａ  

県
の
事
業
。
12
月
ま
で
。

Ｑ  

総
合
体
育
館
前
な
ど
、

ゴ
ミ
収
集
所
の
金
属
製
カ
ゴ

か
ら
網
に
替
わ
っ
た
。
効
果

は
？Ａ  

カ
ゴ
が
あ
る
と
ゴ
ミ
を
無

秩
序
に
投
げ
入
れ
る
の
で
、

捨
て
方
を
広
報
し
、
防
犯
カ

メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の

設
置
を
進
め
た
い
。

Ｑ  

事
業
所
の
ゴ
ミ
が
ゴ
ミ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
て

い
る
が
？

Ａ  

条
例
改
正
も
含
め
、
き
れ

い
な
環
境
の
整
備
を
検
討
し

た
い
。

Ｑ  

防
犯
灯
が
ぶ
ら
下
が
っ

て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

Ａ  

都
度
対
応
す
る
。

Ｑ  

空
き
家
の
数
は
？

Ａ  

今
後
調
査
す
る
。

Ｑ  

保
育
園
の
送
迎
。
手
厚

く
よ
く
や
っ
て
い
る
の
で
、

も
っ
と
広
報
を
。

Ａ  

現
在
広
報
し
て
い
る
。

継
続
審
査
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湯畑・西の河原の
ライティング案に
ついてご紹介します

西の河原公園内の一部

西の河原露天風呂

湯　畑

〜街なみ環境整備事業〜

露天風呂からの景色
現在は露天風呂から夜の景色が楽し 
めないので、自然を眺めながら楽し 
めるような場所にする。

 湯滝を照らす光
最も激しくお湯が流
れる箇 所では、お湯
の流れと湯け むりを
強い光で際立たせ る。

西の河原公園内の照明演出
人を迎え入れるような入口の演出をする。
また、公園内足湯付近は暗くて歩けないので、
夜でも河原の回遊を楽しめるようにする。

湯畑の周囲で　　　
　　　くつろぐ光 

湯畑内を際立たせる
た め、ベンチ照明や
行灯に よって落ち着
きのある明 るさとす
る。

 湯枠を照らす光
湯けむりを光源の目 
立たない照明で照ら 
す。

 　湯畑内を
　　際立たせる光
湯 樋 の 間、 手 す り の
内側に照明を設置し、
湯畑の形状を効果的
に浮かび上がらせる。
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上坂国由 議員

黒岩　卓 議員

　
 

H28
一
般
会
計
補
正
予
算

街
な
み
環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て

Ｑ  

湯
畑
・
西
の
河
原
整
備
後

の
町
長
の
考
え
は
？

Ａ  

企
画
創
造
課
長

　

事
業
内
訳
は
、
白
根
茶
屋
跡
地

の
整
備
工
事
（
現
在
設
計
中
）、

湯
畑
湯
滝
前
の
階
段
整
備
と
融
雪

工
事
、
湯
畑
と
西
の
河
原
の
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
工
事
。

　

白
根
茶
屋
跡
地
以
外
は
９
月
以

降
の
工
事
。

Ａ  

町
長

　

新
し
い
景
色
を
つ
く
る
考
え
方

の
中
、
小
路
整
備
を
行
い
た
い
。

　

ま
た
、
町
民
か
ら
要
望
の
あ
る

融
雪
の
拡
大
を
可
能
な
限
り
し
て

い
き
た
い
。

白
根
山
監
視
員
に
つ
い
て

Ｑ  

白
根
監
視
員
負
担
金

375
万
２
千
円
。
こ
の
人
数
と
負

担
金
の
内
訳
は
？　

監
視
員
の
安
全
面
の
確
保
と
白
根

山
の
今
後
の
動
向
は
？

Ａ  

愛
町
部
長

　

監
視
員
は
６
人
体
制
。
基
本
は

役
場
、
観
光
公
社
、
自
然
公
園
財

団
の
職
員
だ
が
、
旅
館
組
合
、
商

工
会
も
。
繁
忙
期
は
嬬
恋
村
の
職

員
も
来
て
く
れ
る
。

　

負
担
金
は
日
当
的
な
も
の
で
、

１
人
７
千
円
。
旅
館
組
合
、
商
工

会
へ
出
し
て
い
る
。

　

動
向
は
、
現
在
も
レ
ベ
ル
２
で

変
わ
ら
な
い
。

Ａ  

町
長

　

道
路
整
備
員
で
な
く
、
敢
え
て

職
員
を
配
置
し
五
感
で
火
山
を
監

視
し
て
い
る
。
監
視
員
を
配
置
す

る
こ
と
で
日
中
に
限
り
通
過
可
能

と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

第 2 号

Ｑ  

お
盆
な
ど
工
事
を
し
て
い

な
い
時
は
、
鉄
板
を
敷
く
な
ど

し
て
両
側
を
通
れ
る
よ
う
に
県

へ
要
望
で
き
な
い
か
？

　
な
る
べ
く
町
民
は
迂
回
路
を

使
い
渋
滞
緩
和
に
協
力
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
周
知
を
。

Ａ  

町
長

　

技
術
的
な
問
題
も
あ
る
と
思

う
が
、
県
に
要
望
し
た
い
。

　

町
民
に
対
し
て
は
、
協
力
を

求
め
た
い
。

山田英器 議員

12 月まで工期予定の国道 292 号線融雪工事

委
員
長
報
告
へ
の
質
疑

　
　
旧
坂
田
ス
タ
ン
ド
〜
小
学
校
入
り
口
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
道
融
雪
工
事
に
つ
い
て

Ｑ  これから繁忙期にかけて
渋滞が予想される中、県にど
のような要望を？

Ａ  土木課長
　融雪工事のやり直しで、12 月ま
での工期。
　県に十分対策を含め、綿密な計画
を要望していきたい。
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定例会

議長より従来３回までだった質疑を３回以上も認めること、また反問権も認めるとの発言がありました。
反問権とは？
議員は町側（執行部）に質問できるが、町側は議員に問い返せないので、論点を明確にするため、町側から議員へ質問を認めるもの。

○
議
案
第
１
号　
総8

　
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

全
国
的
に
保
育
士
が
不
足
す
る
状

況
の
中
、
認
定
子
ど
も
園
開
設
に
伴

う
業
務
量
の
増
加
を
鑑
み
、
必
要
な

人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
で

す
。

○
議
案
第
４
号　
民8

　
町
道
の
路
線
認
定

・
昭
和
区
８
号
線

・
昭
和
区
９
号
線

○
議
案
第
５
号　
温8

8

　
温
泉
引
用
者
移
転
許
可

・
望
雲
第
２
寮

・
万
代
源
泉
６
㍑
／
分

新　

㈲
ホ
テ
ル
望
雲

　

代
表
取
締
役　

黒
岩
裕
喜
男

旧　

太
田
市　

栗
原 

信
行

条 

例 

制 

定 

等

西の河原公園前の融雪

延長と歩道の修景工事

地中化される湯畑

湯滝前の電柱

議案第２号
　総　民

一般会計
（第１次）

議案第３号
　　民
公共下水道事業
特別会計（第１次）

　

補正額
＋1億4,789万円

　総額
42億3,434万円

補正額
＋121万円
総額
2億9,590万円

街なみ環境整備（国庫補助）

町内老朽建物解体工事

ベルツ保育園施設改修工事

白根山監視員負担金

学校情報機器サーバー

人件費

観光公社社員出向負担金

＋１億2,300万円

＋598万円

＋460万円

＋375万円

＋280万円

＋409万円

－530万円

平成28年度補正予算
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○
議
案
第
6
号　

公
平
委
員
の
選
任
に

　
　
　
　
　
　
関
す
る
同
意

・
松
本　

欣
弥
さ
ん
（
再
任
）

　○
推
薦
第
１
号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

・
浅
見 

昭
二
さ
ん(

再
任)

○
報
告
第
２・３
号　

27
年
度
予
算
繰
越
明
許
費
に

　
　
　
　
か
か
る
繰
越
計
算
書

翌
年
度
繰
越
額

・
地
方
公
共
団
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
強
化
対
策
事
業

２
５
０
７
万
円

・
湯
源
湯
路
街
事
業

１
０
９
８
万
円

・
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業

75
万
円

○
報
告
第
５
号

温
泉
引
用
者
名
義
書
換
え

・
一
川
旅
館

・
湯
畑
源
泉
15
㍑
／
分

新　

市
川　

正
彦

旧　

市
川　

正
男

○
承
認
第
１
～
３
号

・
税
条
例
一
部
改
正

・
都
市
計
画
税
条
例
一
部
改
正

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条

例
一
部
改
正

○
報
告
第
１
号

　
国
保
税
条
例
一
部
改
正

　
関
係
法
律
の
改
正
に
伴
い
、

引
用
中
の
字
句
の
整
理
等
を
行

い
ま
し
た
。

　
○
発
議
第
１
号
（
議
員
提
案
）　

農
業
用
ハ
ウ
ス
耐
雪
補
強
工
事

へ
の
県
補
助
制
度
創
設
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出

提
出
先　
群
馬
県
知
事

報告第 4 号 平成 27 年度草津よいとこ元気基金運用状況
基金への積立額　8億 7,040 万円
基金の処分　　　2億 8,500 万円

（処分の内訳）

町長に一任　　　　　　　1億 3,668 万円 自然環境保護事業　　　　　　1,500 万円

温泉保護事業　　　　　　　　3,500 万円 観光宣伝事業　　　　　　　　1,500 万円

少子高齢化対策事業　　　　　2,200 万円 学校施設整備事業　　　　　　1,500 万円

社会福祉事業　　　　　　　　1,700 万円 図書館等整備事業　　　　　　　831万円

観光資源の保全事業　　　　　1,600 万円 防災防犯事業　　　　　　　　　500万円

６月

承認第4号
一般会計（第6次）

承認第5号
国保会計（第4次）

承認第6号
介護会計（第3次）

承認第7号
後期高齢者会計（第3次）

補正額　 　－8,114万円
総額　52億6,022万円

補正額　 　－2,802万円
総額　12億3,926万円

補正額    　－4,051万円
総額  　5億2,426万円

補正額        　 －196万円
総額        　 9,406万円

町費積立分

ふるさと納税感謝券

湯源湯路街プロジェクト事業

除雪対策

診療費用保険者負担額

一般被保険者高額療養費

居宅介護サービス給付金

施設介護サービス給付金

保険料等負担金

人間ドック助成費

＋2億2,000万円

－1億7,600万円

＋556万円

＋370万円

－1,387万円

－422万円

－953万円

－648万円

－44万円

－12万円

平成27年度補正予算
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一般質問※一般質問は質問者の責任で編集されています。

子
育
て
支
援

  

Ｑ  　
様
々
な
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
合
計
特
殊
出
生
率
は
県
平
均
を
下
回
っ

て
い
る
。
よ
り
充
実
し
た
支
援
が
必
要
と
感

じ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
検
討
し
て
い

る
の
か
。

Ａ

町　
長

　

様
々
な
支
援
を
し
て
き
た
が
、
合
計
特
殊

出
生
率
の
上
昇
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
環

境
の
整
備
に
は
努
め
る
が
、
一
自
治
体
で
で

き
る
事
業
に
も
限
界
が
あ
る
。
医
療
に
関
し

て
は
、
広
域
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

保
育
園
を
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
さ
せ
、
受

け
入
れ
年
齢
の
低
年
齢
化
を
検
討
し
、
こ
ど

も
園
を
核
と
し
た
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い

く
。

介
護
支
援

 

Ｑ  　
被
介
護
者
に
つ
い
て
は
介
護
保
険

制
度
で
賄
え
る
事
も
多
い
が
、
介
護
者
へ
の

よ
り
一
層
の
支
援
が
必
要
だ
と
思
う
。
町
と

し
て
の
所
見
は
。

Ａ

町　
長

　

草
津
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
総
合

的
な
相
談
や
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
施
設
の

存
在
や
活
用
に
つ
い
て
の
周
知
を
図
る
。
高

齢
者
等
を
対
象
と
し
た
紙
お
む
つ
購
入
費
補

助
事
業
を
開
始
し
た
。
今
後
も
充
実
を
図
り

た
い
。ダ

ブ
ル
ケ
ア

  

Ｑ  　
介
護
と
育
児
の
ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
直

面
す
る
人
は
増
加
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

縦
割
り
で
は
な
い
包
括
的
な
支
援
が
必
要
だ

と
感
じ
る
が
、
町
と
し
て
の
所
見
は
。

Ａ

町　
長

　

様
々
な
事
業
を
有
効
に
活
用
し
、
横
断
的

に
支
援
に
結
び
つ
け
る
た
め
、
制
度
の
垣

根
を
超
え
た
運
用
を
し
て
い
き
た
い
。
全
て

の
市
町
村
が
抱
え
る
共
通
課
題
で
も
あ
り
、

様
々
な
情
報
を
取
り
入
れ
、
有
効
と
思
わ
れ

る
方
策
は
導
入
し
て
い
く
つ
も
り
で
い
る
。

草
津
町
内
の
道
路
の

　
　
　
　
　

整
備
状
況

  

Ｑ  　
私
は
タ
ウ
ン
誌
を
発
行
し
て
い
る

も
の
で
す
か
ら
、
町
民
の
皆
様
か
ら
投
書
や

電
話
を
多
く
頂
戴
し
ま
す
。

最
近
で
は
、
次
の
よ
う
な
ご
意
見
を
多
く
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
①
私
の
家
の
前
の
道
路
が
き
ち
ん
と
整
備

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
自
動
車
が
通
行
す

る
た
び
、
家
が
揺
れ
て
こ
ま
っ
て
い
る
。

②
家
の
前
の
道
路
が
凹
凸
に
な
っ
て
い
て
、

夜
、
自
動
車
が
通
る
た
び
に
目
が
さ
め
て

し
ま
う
。

③
路
面
の
凹
凸
が
ひ
ど
く
、
雨
が
降
っ
た
日

な
ど
は
、
水
た
ま
り
を
自
動
車
が
通
る
た

び
に
家
の
近
く
ま
で
水
が
ハ
ネ
て
く
る
。

そ
こ
で
お
尋
ね
し
ま
す
。

①
草
津
町
が
管
理
し
て
い
る
道
路
の
中
で
、

こ
の
よ
う
な
棄
損
箇
所
は
町
内
で
何
箇
所

く
ら
い
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

②
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
町
民

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
ら
、
す
み
や

か
に
対
処
す
べ
き
と
思
う
の
で
す
が
、
町

と
し
て
の
お
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
道
路
等
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
、
行

政
に
と
っ
て
の
最
大
使
命
の
ひ
と
つ
で
あ
り

ま
す
。
私
は
、
温
か
い
町
を
つ
く
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
現
に
困
っ
て
い
る
町
民
の
皆
様

が
一
人
で
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
限
り
、
そ
こ
に

手
を
さ
し
の
べ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
以
上
の
２
点
に
つ
い
て
ご
答

弁
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

Ａ

町　
長

棄
損
箇
所
が
町
内
に
多
数
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
ま
す
が
、
箇
所
数
に
つ
い
て
は

日
々
変
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
把
握
は

実
態
的
に
難
し
い
。
危
険
度
等
を
見
極
め
た

う
え
で
修
理
を
行
う
よ
う
努
力
し
て
い
る
の

が
実
態
だ
。
質
問
が
漠
然
と
し
て
い
て
答
弁

が
具
体
的
に
で
き
な
い
。

小林純一 議員

園田恵一 議員

全文は WEB サイトに掲載

http://www.kusatsu.
ne.jp/kobayashi/
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一般質問 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。

みなさ
んからの請願書・陳情書はつぎのとおりとなり

ました
。

人
口
減
少
に
対
し
て
の

　
少
子
化
対
策
と
移
住

　
　
　
　
・
定
住
の
対
策

  

Ｑ  　
草
津
町
は
観
光
の
町
で
あ
り
、
そ

こ
で
働
く
「
人
」
が
重
要
な
資
源
。
子
育
て

し
や
す
い
町
、
ま
た
、
仕
事
の
あ
る
町
を
広

く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
大
変
重
要
。

草
津
町
は
こ
れ
ま
で
、
中
学
３
年
生
ま

で
の
医
療
費
無
料
、
保
育
受
け
入
れ
の
年
齢

引
き
下
げ
、
保
育
時
間
の
延
長
、
土
曜
日
保

育
、
ま
た
、
中
学
生
へ
の
制
服
助
成
、
小
・

中
学
校
給
食
費
の
３
分
の
１
の
補
助
、
高
校

生
通
学
・
下
宿
の
補
助
な
ど
、
子
育
て
支
援

の
努
力
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
さ
ら
に
子
育
て
し
や
す
い
町
、
そ
し
て
子

育
て
の
経
済
的
な
不
安
を
な
く
す
た
め
に
、

ぜ
ひ
小
・
中
学
校
の
給
食
費
の
全
額
の
補
助

の
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ

町　
長

　

学
校
給
食
は
、
平
成
18
年
度
よ
り
３
分
の

１
を
公
費
で
賄
い
、
現
在
も
実
施
し
て
い

る
。
少
子
化
対
策
を
含
め
た
子
育
て
支
援
は

自
治
体
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
他
町
村

で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
独
自
の
子
育
て
支
援

策
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
保
育

園
～
高
校
生
ま
で
一
貫
し
て
、
町
と
し
て
何

が
で
き
る
か
、
限
ら
れ
た
財
政
の
中
で
、
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う

中
に
あ
っ
て
も
、
今
年
度
の
予
算
を
見
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
福
祉
、
教
育
等
に
は
多
く
の

予
算
を
割
い
た
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
。

ご
指
摘
の
小
・
中
学
校
の
給
食
費
の
全

額
補
助
は
、
財
政
状
況
と
他
の
事
業
と
の
均

衡
、
学
校
給
食
法
の
精
神
も
考
慮
の
上
、
検

討
し
た
い
。

こ
れ
を
無
料
化
す
る
と
、
年
間
お
お
む

ね
１
千
600
万
、
町
の
負
担
増
に
。

　

一
年
間
研
究
、
検
討
を
し
て
、
ど
こ
ま
で

そ
の
数
字
に
歩
み
寄
れ
る
か
、
担
当
の
委
員

会
と
も
話
し
な
が
ら
、
総
合
的
に
判
断
し
て

い
き
た
い
。

件　名 要　旨 請願・陳情者 付託委員会 審査結果

町道認定についての陳
情書

南本町区内の町道「運動茶屋焼却
場線」に接する私道を、町道に認
定して下さい。

嬬恋村
　上坂　建司　  他 4 名

民教土木
常任委員会 継続審査

農業用ハウス耐雪補強
工事への県補助制度創
設を求める意見書の提
出をお願いする陳情

農業用ハウス耐雪補強工事に対し
て、群馬県による補助事業の創設
を要望する意見書を群馬県知事に
提出して下さい。　

吾妻郡耐雪ハウス研究会
会長　山崎　公一
あがつま農業協同組合
代表理事理事長
　唐澤　 透

総務観光
常任委員会 採択

　～訂正とお詫び～
　前回（平成２８年５月６日）発行の第１３６号中、次の誤りがありましたので、
　訂正してお詫び申しあげます。
　６ページ議案質疑の表題で「一般会計補正予算」とあるのは、「一般会計予算」
　の誤りでした。

金
丸
勝
利
議
員
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議会内容をインターネットで見られます

♦広報委員会 / 委員長  中澤広夫・委員  湯本晃久
♦発行 / 議会事務局　〒 377-1792 群馬県吾妻郡草津町大字草津 28 番地  TEL.0279-88-7191

議会内容をインターネットで見られます
議場へ傍聴にお越しになれない多くの町民の皆さんに議会で話し合われている内容を、
インターネットを通しご自宅でご覧いただけるようになりました。

視聴方法
　（下記のいずれかの方法でご覧ください）

○草津町議会本会議中継録画配信ホームページ
　（http://www.kusatsumachi-gikai.jp/）
○草津町役場ホームページ
　（http://www.town.kusatsu.gunma.jp/）
　のトップページから
　「草津町議会」→「本会議中継録画配信」
○インターネット検索
　「草津町議会」で検索

忙 中 感 記

皆様、こんにちは。
さる６月１９日に、中之条町

のシルクパークで行われた、吾
妻郡消防ポンプ操法大会の応援
に行ってきました。
ポンプ操法とは、４人１組で

行う「小型ポンプの部」と、５
人１組で行う「自動車ポンプの
部」があります。
そして、いかに早く正確に放

水し標的を倒すことを競い合い
ます。
審査基準は、団員の士気、節

度、器具の正確な取り扱い、タ
イムなどを点数化して、総合点

で決まります。
この大会は、２年に１度開催

され、分団としては６年に１度
出場です。今回は、第２・第３
分団が「自動車ポンプの部」に
出場しました。この吾妻郡の大
会は非常にレベルが高く、中之
条町の分団が、全国大会で２位
になったこともあります。
私自身も一昨年まで２８年

間、消防団員として務めさせて
いただき、選手としても２８年
前に郡大会へ出場しました。
今回、出場された第２・第３

分団の皆さんは、約３か月間、
仕事の後、また仕事の合間をぬ
って練習に練習をかさね大会本
番をむかえたそうです。

大会の会場には、草津町消防
団ののぼり旗、応援の横断幕、
そして選手のご家族の応援と、
２０年前には全くありませんで
した。
現在の消防団の努力と団員の

みなさんへの信頼のあらわれと
感じました。
出場された選手、そして分団

員、サポートしてくださった西
部消防署の皆さん、消防署OB
の皆さん、素晴らしいポンプ操
法を見せて頂き有難うございま
した。
　町民の安心安全の為の努力に
感謝いたします。

金丸勝利 議員

議員が順番に、日頃感じていることなど自由に書く「忙中感記」。2回目は金丸勝利議員です。


